
学校番号 2002 

 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 国語総合β 単位数 
3 コマ 

(5単位5コマのうち) 
年次 １年次 

使用教科書 「国語総合」（教育出版） 

副教材等 

「完全マスター古典文法｣（第一学習社）  「古典文法ワークシート」（第一学習社） 

「新明説漢文」（尚文出版）  「修訂版新明説漢文ノート」（尚文出版） 

「新国語総合ガイド」（京都書房） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 

・有名な古文と漢文の作品に親しむとともに、文章の概要やポイントを把握して、確かな読解力と幅

広い知識を身につける。 

・重要古文単語、古典文法、漢文の句形をマスターして、読解に活かせるようにする。 

・古典教材読解に必要な基礎力をつけるために、毎時の授業において、予習と復習を行なう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

 

古典としての古文と漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、古典

についての理解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を育てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 
  d:読む能力 ｅ：知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合

う力を進んで

高めるととも

に、言語文化に

対する関心を

深め、国語を尊

重してその向

上を図ろうと

する。 

  文章を的確に

読み取ったり、

目的に応じて

幅広く読んだ

りして、自分の

考えを深め、発

展させている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身に付

けている。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

  

 

記述の確認及

び分析（ワーク

シート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a   ｄ ｅ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

前 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

期 

古
文
入
門 

教材 

説話『宇治拾遺物語』 

｢児のそら寝｣ 

説話『古今著問集』 

｢老僧の水練｣ 

文法等‥歴史的仮名遣い、

文語の動詞の基礎 

 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:教材に興味を持って意欲的に学習に

取り組んでいる。 

古文に親しもうとしている。 

d：繰り返し音読して古文の読みに親し

んでいる。 

傍注を参照しながら物語の内容を把

握している。 

原文との対応を考えながら現代語訳

している。 

教材の物語としての面白さを理解し

ている。 

ｅ：古文は古い時代の日本語で書かれて

いることを理解している。 

古文を読むことに役立つ、文語のきま

りを身に付けている。 

ａ ： 行 動 の

観 察 及

び記述の

点検 

ｄ ： 記 述 の

確 認 及

び 定 期

考査 

ｅ：小テスト

及 び 定

期考査 

漢
文
入
門 

教材 

 故事成語 「虎の威を借る」 

「蛇足」 

「朝三暮四」 

句法等‥訓読、返り点、再読

文字、助字 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

 

a:我が国の言語文化は、中国を始めとす

る外国の文化の受容とその変容を繰

り返しつつ築かれてきたことを気づ

こうとしている。 

d:文章の組み立てや骨組みを 的確に

捉えている。 

e：漢文を読むことに役立つ、訓読の決

まりを身に付けている。 

ａ ： 行 動 の

観 察 及

び記述の

点検 

ｄ ： 記 述 の

確 認 及

び 定 期

考査 

ｅ：小テスト

及 び 定

期考査 

古
文
を
読
む 

教材 

随筆 『徒然草』 

 「つれづれなるままに」 

 「丹波に、出雲といふ所あ 

り｣ 

  『枕草子』 

   ｢雪のいと高う降りたるを｣ 

 物語 『竹取物語』 

 文法等‥形容詞・形容動詞 

の活用、助動詞、敬語 

 

 

 

  

○ 

 

 

  

 

 

 

◎ 

  

 

   

 

○ 

a:教材に興味を持って意欲的に学習に

取り組み、随筆について理解し、作者

のものの見方や感じ方を、自分と対比

しながら考えようとしている。 

d:話の展開に即して内容を理解し、登場

人物の心情を読み取っている。 

歴史的中使いや、重要古語・古典文法

に注意しながら本文を読んでいる。 

e：用言の活用や基本的な助動詞の意

味・用法を理解している。作品の内容

や作者についての理解を深めている。 

ａ ： 行 動 の

観 察 及

び記述の

点検 

ｄ ： 記 述 の

確 認 及

び 定 期

考査 

ｅ：小テスト

及 び 定

期考査 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

前 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

期 

長
い
漢
文
を
読
む 

教材 

『晏子之御』 

『鶏鳴狗盗』 

句法等‥使役、疑問、反語、

抑揚、比較 

 

 

 

○ 

     

 

 

◎  

     

  

 

○ 

a:教材に興味を持って意欲的に学習に

取り組んでいる。 

漢文に親しみ、歴史物語への理解を深

めようとしている。 

登場人物の関係やそれぞれの心情に

ついて考えようとしている。 

d:長い文章を正確に読み、大意を把握し

ている。 

登場人物の行動や心情・性格を読み取

っている。 

物語の内容とそこから生まれた故事

成語の意味を正しく理解している。 

e：重要な句法や助字を理解している。 

重要語句や故事成語、漢字の意味を確

認するため漢和辞典を活用している。 

ａ ： 行 動 の

観 察 及

び記述の

点検 

ｄ ： 記 述 の

確 認 及

び 定 期

考査 

ｅ：小テスト

及 び 定

期考査 

様
々
な
古
文
を
読
む 

教材 

『伊勢物語』｢芥川｣ 

        ｢あづま下り｣ 

        ｢筒井筒｣ 

『平家物語』 ｢木曾の最期｣ 

文法等‥助動詞の用法、敬

語、音便 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 教材に興味を持って意欲的に学習に

取り組み、歌物語・軍記物語について

理解し、興味関心を高めている。 

古文や和歌に親しみ、登場人物の行動

や心情について自分なりの視点で読

み取ろうとしている。 

d:本文の構成を把握し、内容を理解して

いる。 

登場人物の行動と心情を読み取って

いる。 

和歌の果たしている役割を理解して

いる。 

重要古語や古典文法に注意しながら

本文に即して現代語訳している。 

e:和歌の修辞技巧と意味を理解してい

る。 

重要古語・用言の活用・敬語について

理解している。 

ａ ： 行 動 の

観 察 及

び記述の

点検 

ｄ ： 記 述 の

確 認 及

び 定 期

考査 

ｅ：小テスト

及 び 定

期考査 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

後 
 

 
 

 
 

 
 

 

期 

 

漢
詩
を
読
む 

教材 

 絶句「静夜思｣｢江雪｣｢送元

二使安西｣｢涼州詞｣ 

 律詩｢春望｣｢香炉峰下、～｣ 

句法等‥漢詩の形式  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

a: 教材に興味を持って意欲的に学習に

取り組んでいる。 

 唐代の詩に親しみ、理解を深めようと

している。 

 それぞれの詩に描かれた情景や心情

を読み取ろうとしている。 

d：繰り返し音読し、漢文独特の口調に

親しんでいる。 

 それぞれの詩の内容を理解している。 

 脚注を参照しながら現代が訳してい

る。 

 詩に描かれた情景や作者の心情を読

み味わっている。 

e：唐詩の形式（字数・句数・押韻・対

句）について理解している。 

 それぞれの詩の作者について理解を

深めている。 

 重要語句や漢字の意味を確認するた

め漢和辞典を活用している。 

ａ ： 行 動 の

観 察 及

び記述の

点検 

ｄ ： 記 述 の

確 認 及

び 定 期

考査 

ｅ：小テスト

及 び 定

期考査 

古
文
の
和
歌
を
味
わ
い
、
日
記
を
読
む 

教材 

 和歌集『万葉集』『古今和歌

集』『新古今和歌集』 

 日記『土佐日記』  

｢門出｣  

   『奥の細道』 

   ｢平泉｣ 

文法等‥助動詞の確認、和

歌の修辞技巧  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 教材に興味を持って意欲的に学習に

取り組んでいる。 

 和歌集・日記について理解し、興味関

心を高めている。 

 古文や和歌に親しみ、作者の心情につ

いて考えようとしている。 

d：繰り返し音読し、歌の韻律を理解し

ている。 

歌の内容や優れた表現を理解してい

る。 

本文の構成を把握し、内容を理解して

いる。 

e：歌の形式や修辞技巧について理解し

ている。 

 『万葉集』『古今和歌集』『新古今和

歌集』の成立や内容・構成、文学史的

意義について理解している。 

 当時の月の役割や現代の季節感との

違いについて、理解を深めている。 

 

ａ ： 行 動 の

観 察 及

び記述の

点検 

ｄ ： 記 述 の

確 認 及

び 定 期

考査 

ｅ：小テスト

及 び 定

期考査 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

後 
 

 
 

 
 

 
 

期 

中
国
の
思
想
を
学
ぶ 

教材 

 『論語』  

 『孟子』  

句法等‥詠嘆、反語、疑問、

比較、限定、仮定、使役 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

◎ 

 

 

 

○ 

a: 教材に興味を持って意欲的に学習に

取り組んでいる。 

 孔子と孟子の考え方を学び、自身のこ

とに置き換えて考えようとしている。 

孔子と孟子の考え方の現代的意義に

ついて考えを深めようとしている。 

d：それぞれの章の本文の構成を把握し、

内用を正しく理解している。 

 脚注を参照しながら現代語訳してい

る。 

 孔子や孟子の考え方を理解している。 

 対句的な文章表現とその効果につい

て理解している。 

『論語』の中から好きな一章を選び、感

じたことや考えたことを文章にまと

めている。 

e：重要な句法を理解している。 

 孔子に始まる儒家思想や孟子につい

て、またそれが中国の思想や文化に与

えた影響について理解を深めている。 

 重要語句や句法、漢字の意味を確認す

るため漢和辞典を活用している。 

 

ａ ： 行 動 の

観 察 及

び記述の

点検 

ｄ ： 記 述 の

確 認 及

び 定 期

考査 

ｅ：小テスト

及 び 定

期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度    

d:読む能力     e：知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各

項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 

 


